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はしがき

新興 ・再興感染症として世界的規模で流行、汚染地域拡大が年々深刻化して

きている寄生虫病にテニア科条虫の幼虫が人体ならびに家畜動物に寄生するこ

とによって惹起される包虫症(単 包虫症、多包虫症)と 嚢虫症(有 鉤嚢虫症〉

とがある。いずれも難治性寄生虫疾患で、死の転帰を取ることが非常に多く、

早期鑑別診断法の確立は緊急を要する研究課題である。申請者らはこれ らの鑑

別を要する寄生虫病について血清学的鑑別診断法の確立を目的とする国際共同

研究を推進 してきて、基本的にはこれまでで最も信頼性が高いと評価されてい

る多包虫症、単包虫症、有鉤嚢虫症それぞれについて血清学的鑑別診断が可能

であることを見いだしている。本研究では ①多包虫症、単包虫症、有鉤嚢虫

症それぞれの鑑別診断法を抗原精製法の検討、遺伝子組換え抗原作製を試み、

これまで以上に信頼性が高い血清診断法を確立 し、②流行地域での疫学調査研

究に供することを第一の目的とした。さらに ③病巣から摘出されるエキノコ

ックス標本あるいは嚢虫標本、さらには人体から排出されるテニア科条虫受胎

片節、虫卵などを用いた遺伝子鑑別診断法の確立、④遺伝子解析に基づく分子

疫学研究への展開を第二の目的とした。

本研究は、1994年 に国際学術(共 同研究)「 エキノコックス症、有鉤嚢

虫症に関する血清学的鑑別診断法」の研究に対 して助成を受けてから一貫して

推進してきている鑑別血清診断法の確立、遺伝子診断法の確立、疫学研究への

応用への展開研究と位置付けられる。

補助金を受けた2年 間の主な研究活動ならびに話題を以下に簡単に紹介した

い。本研究で得られた旭川医大方式の多包虫症、単包虫症、有鉤嚢虫症血

渣 診;'1r_が 鑑 別 を要 す る これ らの難 治 性 寄 生 虫 疾 患 に つ いて の血 清 学 的 鑑 別 診

断 法 と して 現 在 世 界 で最 も信 頼 性 が 高 い と い う評価 を得 て い る 。1999年8

月 に タイ 国 マ ヒ ドン大 学 で 開催 され た 国 際 熱 帯 医学 会 議 で 「エ キ ノ コ ック ス症 、

嚢 虫症 に 関 す る 血 清 診 断 法 とア ジ ア に お け る協 力 」 に つ い て 講 演 し、1999

年9月 に アル ゼ ンチ ン で 開 催 さ れ た 第19回 国 際 エ キ ノコ ッ ク ス 症 会 議 で 「多

包 虫 症 に つ い て の血 清 診 断 法 」 と題 す る 招'L演 を 要 請 され 、 「幼 条 虫 症(多

包 虫 症 、 単 包 虫 症 、有 鉤 嚢 虫 症)の 鑑 別 血 清 診 断法 」(ltoA(1999)Differential

serodiagnosisforlarvalcestodeinfections:cysticechinococcosis,alveolar

echlnococcosisandneurocystlcercosis)と 題 す る講 演 を行 い 、 この 発 表 論 文 が 会 議
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における最優秀論文賞に選ばれている。なお、 この会議では共同研究者、中尾

稔が 「エキノコ ックス(多 包条虫)ミ トコ ン ドリア」 につ いて特 別講演をす る

機会が与えられ、世界に先駆 けて最新の成績 を発表す ることができた ことも特

筆 に値 しよう。2000年7月 には 中国 、四川省 で 「中国西部地域におけるエ

キノコックス症、有鉤嚢虫症対策のための国際共同研究、協力に向けて」とい

う国際会pを 伊 藤 亮 が 主 催 し、Urbani(WHO),Vuitton(France),Craig(UK),

Schantz(USA),Heath(NZ),Willingam(Denmark),Ito(Japan)が 参加 した。 中国政

府 が 「中国 内陸地域の経済発展10力 年 計画 」 を世 界 に向 けて発表 した時期に

呼応す る非常にタイム リーな会議 にな り、中国中央政府、省政府、大学、各地

の寄生虫病研究所か ら参加者があ り、計35名 の会 議 にな った。 中国での国 際

会議では しばしば中国人研究者は外国人研究者 とは別のホテルに滞在す ること

が多いが、 この弊害 をな くすべ く、全員が同 じホテルの同じ階に部屋 を確保 し

て、3日 間参 加者全 員が朝 か ら夜 まで意見交換をす ることができ、非常に充実

した会議であった と総括 された。2000年9月 にはNATOAdvancedResearch

WorkshoponCestodeZoonoses:anEmergentandGlobalProblem(主 催者 、Cralg教

授)と 題 す る ク ロー ズ ド会 議 に 日本 か ら唯1人 招聰 され 、 「ア ジア にお け る有

鉤嚢虫症について」、「日本、中国におけるEm18を 用 いる多包 虫症鑑別血清診

断法 について」の要請演題2題 の発表 を行 った。2000年12月 にはタイ国、

マ ヒ ドン大 学が 主催 した 「第3回 人畜共 通食 品媒介 寄 生虫病 セ ミナー」におい

て、嚢虫症シンポジウム をお世話することにな り、非常に長時間のシンポジウ

ム(3時 間30分)に な った が、Urbani博 士(WHO)の 講 演 もあ り、かな り内

容 が充 実 したシンポジウムにな ったと判断 している。 この会議に引き続 き、

Urbani博 士 とベ トナ ム、ハ ノイに向か い、ベ トナムにおける有鉤嚢i虫症 、単包

虫症対 策 につ いての意見交換をし、協力要請を受諾 した。有鉤嚢虫症対策には

ベ トナム国マラ リア、寄生虫、昆虫研究所(NIMPE)、 ベル ギー王立熱帯 医学研

究所 、旭川医科大学寄生虫学講座、それにWHO(ハ ノイ)が 参加す るこ とにな

った。2001年1月 にイ ン ドネ シア、イ リア ンジ ャヤに嚢虫症調査に出かけ、

貴重な成果が得 られた こと、今後 の研究の方向性が見えてきた ことも特筆に値

すると考えている。

本研究 成果 を 「遺伝子 解析 を含 む基礎研 究成果 の一端 を流行 の現場で

の疫 学調査 に展 開で き る段 階 にた ど り着 きつつ あ る」 と総括 で き ると判

断 して いる。
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【研究成果の概要】

アジアにおける難治性寄生虫病(エ キ ノコックス症等)

に関する免疫 ・分子疫学研究

本研究の成果を下記の1～6と してそ の概要 を簡 潔に まとめてみる。

1.多 包 虫症 、単 包 虫症 、有 鉤嚢 虫症 につ いて の血清 学 的 鑑別

診断法

1)多 包 虫 症AlveolarEchinococcosis

△1爵 雨 一'"に よ るEm18 、:多 包 虫 症 の 血 清 学 的 鑑 別 診

断 法 と し てEml8一 イ ム ノ ブ ロ ッ トが 多 包 虫 症 と 確 定 診 断 が 付 け ら れ た 症 例 の 内

97%を 確 実 に 検 出 で き る こ と を 報 告 し た(Itoetal.1999.AmericanJoumalof

TropicalMedicineandHygiene60,188-192)、 多 包 虫 症 、 単 包 虫 症 両 症 が 同 一 地 域

で 流 行 して い る 中 国 に お け る 血 清 疫 学 研 究(新 彊 ウ イ グ ル 自 治 区 、 四 川 省 、 青

海 省)か ら も 多 包 虫 症 と 単 包 虫 症 と の 鑑 別 に 最 も 有 用 で あ る と す る 報 告 が 出 さ

れ て い る(JianLietal.TransRoySocTropMedHyginpress;QiuJetal.2000

ChineseJournalofZoonoses16,77-80;WangHetal.2000ChineseJournalofParasitic

DiseaseControl13,37-41;WangHetal.2000ChineseJournalofParasiticDisease

Control13,120-123)。 多 包 虫 症 だ け が 流 行 し て い る 甘 粛 省 に お け る イ ギ リス 、

フ ラ ン ス 、 中 国 と の 共 同 研 究 か ら も多 包 虫 症 の90%を 確 実 に 検 出 で き る 成 績

が 得 られ て い る(Craigetal.2000.ActaTropica77,167-177)。 精 製 度 が これ ま で

以 上 に 高 く 、 イ ム ノ ブ ロ ッ ト法 でEml8シ ン グ ル バ ン ドの 形 成 し か 認 め られ な

い 画 分 を 採 取 す る こ と が 可 能 に な っ た 。こ の 画 分 を 用 いELISAへ の 利 用 を 試 み 、

ELISAに 利 用 可 能 で あ る こ と(Em18-ELISA)、 予 後 判 定 に 役 立 つ こ と が 判 明 し て

い る(未 発 表)。

Eml8の 精 製 の た め の 原 材 料 と し て はprotoscolexが 一 番 よ く 、microvesicle

の 混 入 が あ る とEm18近 傍 にmicrovesicle特 有 の 抗 原 群 が 出 現 し、Em18の 同 定

が 困 難 に な る こ と が 判 明 し て い る(Itoetal.2001.JoumalofHelminthologyin

press)o
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、 を いるアフ ニ'、 を いる ム ノブ ロ ・ ト法、ELISA

迭:特 異抗体 を用 い、Eml8を アフィニ テ ィ精製 した結果、2本 のバ ン ドを示

す抗原 と して採取す ることができた。 この抗原を用い、これまで検出できなか

った多包虫症症例 においても、確実に抗体検 出が可能であることが判明してい

る。 このアフィニティ精製Em18抗 原 を用 いるイム ノブロ ッ ト法 が これまでの

検査法よ りも格段に感度が高い ことが判明 している(未 発 表)。 この抗原 を用

いたELISA法 の検 討が今後 の課題で ある。

組 えEm18。 、を い る ム ノ ブ ロ ・ ト法 、ELISA法:Eml8の 遺

伝 子 組 換 え抗 原prototype(rEMAG5)が 作 製 され て い る 。rEMAG5一 イ ム ノブ ロ ッ

ト、rEMAG5-ELISAの 感 度 、 特 異 性 に つ いて 現 在 、 解 析 中で あ る。 基 本 的 に は

予 後 判 定 に役 立 つELISA法 と して利 用 で き る と判 断 して い る(未 発 表)。

アフィニティ精製Eml8抗 原 を用 いるイム ノブ ロッ ト、ELISA法 が コス トの

問題 、特異性 の 問題 、感度 の問題か ら実用化 に最 も近いと判断している。これ

まで、行政検査研究機関によって、多包虫症ELISA陰 性 の判定 の下、実際 には

多包 虫症 であった症例も経験 してお り、この症例でもEml8に 対す る抗体 を確

認 して い る(2000年 、未 発表)。 一方 、行政検 査研究 機 関 によって多包虫

症イムノブロッ ト疑陽性 の判定の下、外科的治療が試み られ、肝蛭症、単包虫

症 と術後確定診断された症例が秋 田(1999年)、 福 島(2000年)か ら

報 告 され てお り、術 前確 定診 断ができない現行の検査は1999年4月 か ら新

しい感染症予 防法が施行 されている現状にはそ ぐわないと判断せざるを得ない。

2)単 包 虫 症CysticEchinococcosis

多 包 虫 症 と 単 包 虫 症 と の 鑑 別 血 清 診 断 法 に つ い て の論 文 はItoetal.1999.

AmericanJournalofTropicalMedicineandHygiene60,188-192に 発 表 した 。Eml8

に対 す る抗 体 応 答 の欠 落 とエ キ ノ コ ック ス 属 共 通 抗 原 で あ るAntigenB(8kDa)

に対 す る抗 体 確 認 に よ っ て 単 包 虫症 と確 定す る の が現 在 最 も信 頼 性 の 高 い鑑 別

基 準 で あ る と判 断 して い る 。 上 記 の 福 島 の 単 包 虫 症 症 例 を始 め と し、 愛 知 県 で

のネ パ ー ル 人(Itoetal.1998AmericanJoumalofTropicalMedicineandHygiene58,

790-792)、 東 京 で の ヨル ダ ン人(Kimuraetal.1999JoumalofTravelMedicine6,

249-253)、 大 阪 で の 中 国 人 、 単 包 虫 症4症 例 を経 験 して い る 。 全 例 で 上 記 の 血
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清診断基準に基づき、容易に単包虫症 と確定できた。その後、画像成績 を検討

させていただき、画像診断からも単包虫症と確認されている。

現在、中国、新彊 ウイグル 自治区か らの国費留学生(Dr.WulamuMamuti)に

AntigenBの 精製 、モ ノク ロナル抗体作製 等 の研究課題を与えているところであ

る。

3)嚢 虫 症Cysticercosis(Neurocysticercosis)

嚢 虫 症 に つ い て の 血 清 診 断 法 と し て 分 離 用 等 電 点 電 気 泳 動 装 置 を 用 い た 簡 単

な 方 法 が こ れ ま で ア メ リ カ 国 立 疾 病 対 策 セ ン タ ー(CentersforDiseaseControland

Prevention,Atlanta)のTsang博 士 が 開 発 し た レ ク チ ン を 用 い る 特 異 抗 原 成 分 精

製 法 よ り も 格 段 に 簡 単 か つ 容 易 で あ る と す る 成 績 をItoetal.1998.American

JournalofTropicalMedicineandHygiene59,59,291-294,Itoetal.1999.Journalof

Helminthology73,363-365に 発 表 した 。 これ ら の 検 査 法 を 用 い た 有 鉤 嚢 虫 症 日本

人 症 例 報 告 をOhsakietal.1999.IntemalMedicine38,67-70;Itoetal.1999.

ParasitologyInternational48,95-99に 発 表 し た 。 治 療 後 の 経 過 観 察 中 の 国 内 症 例

も幾 つ か あ り 、 適 当 な 時 期 に ま と め た い と 考 え て い る 。 こ れ ら の 方 法 を 用 い た

流 行 地 域 で の 疫 学 調 査 依 頼 が 世 界 各 国 か ら寄 せ ら れ て き て い る 。 イ ン ドネ シ ア

に お け る 血 清 疫 学 研 究 成 果 と し てWandraetal.2000.TransactionsoftheRoyal

SocietyofTropicalMedicineandHygiene94,46-50;Subaharetal.2001.Transactions

oftheRoyalSocietyofTropicalMedicineandHygiene95,inpress;Wandraetal.2001 .

ActaTropica78,inpress)が あ る 。

2.旭 川 医大方 式 の血清 診断法 を用 いた疫学調 査へ の協 力

1)中 国 に お け る 多包 虫 症 、 単 包 虫症 の 鑑 別 調 査 研 究 と して ① イ ギ リス 、 フ

ラ ンス 、 中 国、旭 川 医 大 と の協 力(Craigetal.2000.ActaTropica77,167-177)、

② ア メ リカ 、 中 国 、 旭 川 医 大 と の 協 力(Qiuetal.2000.schantzetal.in

preparation)が あ る 。 な お 平 成12年 度 か らニ ュー ジ ー ラ ン ド政 府 に よ る 中

国 にお け る エ キ ノコ ッ ク ス症 対 策 協 力 事 業 が 始 ま り、地 域 住 民 の血 清 学 的

鑑 別 診 断 法 と してEm18一 イ ム ノ ブ ロ ッ ト法 を使 う こ と にな って い る(ニ ュ

0ジ ー ラ ン ドー 中国 覚 え書 き)。 この2国 間 協 定 にItoが 血 清 診 断 につ いて 、
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Craig教 授 がCopro-antigenDetectionに ついて、Schantz博 士 は疫 学調査 の

技術顧 問 と してそれぞれ協力を要請 されている。

2)旧 ソ ビエ ト連 邦 にお け る軍 需 産 業 か らの平和産業へ の技術移 転計画

(INTAS)(ヨ ー ロ ッパ連合 、 アメ リカ、 日本 政府による援助)が あ り、現

在 カザ フスタ ン、キルギスタンにおける多包虫症、単包虫症対策にアイル

ラン ドの研究者が代表 とな り取 り組んできてお り、イギ リス(Craig)、 ア メ

リカ(Schantz)、 日本(旭 川医大)も 参加 を要請 されて いる。旭川 の協力は

血清診断疫学、ミ トコンドリアDNA解 析 である。

3)有 鉤 嚢 虫 症 に つ い て の 協 力 と し て 、 ① イ ン ドネ シ ア 、 パ プ ア ニ ュ ー ギ ニ

ア に お け る 有 鉤 嚢 虫 症 調 査(Wandraetal.2000.TransRoySocTropMedHyg

94,46-50;Subaharetal.TransRoySocTropMedHyg94,inpress;Wandraetal.

ActaTropica2001,78inpress)、 ② 中国 にお け る嚢 虫 症 疫 学 調 査(Piaoetal.

unpublished)、 ③ タ イ に お け る 血 清 診 断 法 の 改 良(Dekmyoyet副.in

preparation)、 ④ エ ク ア ドル 、メ キ シ コ にお け る嚢 虫症 疫 学 研 究(Benitez-Ortiz

etal.inpreparation)、 ⑤ 南 ア フ リカ にお け る嚢 虫症 と結 核 との鑑 別研 究(Ito

etal.unpublished)、 ⑥ タ ンザ ニ ア 、 モ ザ ン ビー ク獣 医 学 の研 究 者 と の ブ タ

に お け る 嚢 虫 症 検 査 法 に つ い て の 共 同 研 究 が あ る(Kassukuetal.in

preparation)。2001年 か らベ トナ ム 、 イ ン ド、 ネ パ0ル に お け る嚢 虫 症

対 策 へ の 協 力 も求 め られ て い る。 ベ トナ ム にお け る嚢 虫症 対 策 につ い て は

WHOが 積 極 的 に取 り組 み始 め て お り、協 力 を受 諾 して い る。

3.血 清 診 断法 の抗原 精製

多包虫特異診断抗原(Em18)、 エ キ ノコ ックス 属共 通診 断抗 原(AntigenB

subunit8kDa)、 有 鉤嚢虫症診 断抗原(Glycoproteins)そ れぞれ の抗原 精製 につ

いて も大 きな進展があ り、モノクロナル抗体によるアフィニティ精製抗原、遺

伝子組換 え抗原作製 も中尾稔、迫康仁が中心になって順調に進展 してきている。

a)Em18に つ い て:イ ギ リス、中国の グルー プが①10%以 上の単包 虫症 が

Em18と 交差応 答 を示 す こと、② そ れで もなおかつ現在世界で最 も特異性が高
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い多包虫症診断抗原であることを報告 してきているが、③ この交差反応性は抗

原作製上の問題であ り、④精製Em18抗 原 を用 いたEm18一 イ ム ノブ ロ ッ ト、

Eml8-ELISAで は5ウ ル グ ア 、 リ ビア 、 ヨル ダ ン で∠日られ た"
'と は 一

1も 六 し な い こ とItoetal.unublished、6
'と'V'と が 百 一 地

一

で'1桁 して い る か ら狙 られ た"
・ の な か の ご く一 の血'が 六 を示

こ と 、7)L:上 か ら に お し る 六Lr1を 示"
'Lは

にも さ

れている 重 感 か 、
'を" 'と 誤診 した結 で あ る と え

られ め て い る(ltoetal.1999.AmericanJournalofTropicalMedicineandHygiene

60,188-192)。 な お 、 多 包 虫 症 と確 定 診 断 が 付 け られ た 血 清 そ の 他 を 用 い た .ブ

ラ ン ド ー ス トか らEml8一 ム ノ ブ ロ ・ ト に よ る 慌1診 は90%L上 の

症例を確実に検出していること、偽陽性は一例も無い ことが、共同研究者の1

人 イ ギ リス のCraig教 授 か ら報 告 され て い る(Craigetal.2000.ActaTropica77,

167-177)o

外 国 の研 究 グル ー プ か ら、 多 包 虫症 鑑 別 に 非 常 に有 用 と い う高 い評 価 を得 て

きて い る が 、Eml8が 多 包 虫 に特 異 的 に存 在 す る抗 原 で あ るか 否 か に つ い て の

解析には遺伝子 レベルの研究が必要であると考 えて いる。旭川医大グループと

しては 'と" 'と の'態 の 違 に 基 づ く '・匁 性 の 違 い を も可 旨

性 として考えている。いずれにせよ、多包虫症を容易に検出でき、極一部の単

'と の 六 ・生が 什 ・日 に な る血'当 査 法 で あ る と結 塾 され る 。

迫助手が中心にな り、遺伝子組換えEm18抗 原作製 が進展 して いる。すで に

Prototype(rEMAG5)が 完成 してお り、予後判定 に役立 つと期待 される(未 発表)。

b)AntigenBサ ブ ユ ニ ッ ト(8kDa)に つ い て:単 包 虫 診 断 に有 用 な

AntigenBサ ブユ ニ ッ ト(8kDa)を 精 製 し、日常 の検 査 診 断 に利 用 して い る(Kimura

etal.1999.JournalofTravelMedicine6,249-253;Itoetal.1998.AmericanJournalof

TropicalMedicineandHygiene58,790-792)。 現 在 、輸 入 症 例(中 国 人)な らび に

福 島 県 の ア ル ゼ ン チ ン 生 まれ の 日本 人 症 例(上 記 の 多 包 虫 症 と報 道 さ れ た 症

例)に つ いて 経 過 観 察 中で あ る 。外 国 グル ー プ がAntigenBに 対 す る モ ノ ク ロ

ナル 抗 体 を作 出 し、 遺 伝 子 組 換 え 抗 原 を作 出 して い る ので 、 これ らの 後 追 い を

す る研 究 には 関心 が な い が 、 輸 入 症例 が 増 え る と予 測 され る こ と か ら 日常 的検

査 に必 要 な 精 製 抗 原 を常 備 して お きた い とは考 え て い る。
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c)嚢 虫 症 に つ い て:迫 康仁 が 中心 にな り既 に遺 伝子 組み換え抗原 として特

異性が高い抗原 を作製 している。糖鎖 の修飾がない蛋 白質抗原であるため、感

度 はこれ までのアフィニティー精製抗原 あるいは等電点分画精製抗原 と比べ若

干低 くな り、約90%で ある(Sakoetal.2000)。

4.遺 伝子 診 断法 の研 究

遺伝子診 断法の研究の基礎 として、中尾稔が中心になってタホウジョウチュ

ウ(Echinococcusmultilocularis)、 ユ ウ コウジ ョウチ ュウ(Taeniasoliu〃1)そ れぞ

れ の ミ トコン ドリアDNA全 塩基 配列 を世界 に先駆 けて解読 し、分子生物学的

基本命題の一つである遺伝子暗号の読み始め(ATGとGTG)と 読 み終え(TAG

とTAA)に 利用 され るコ ドンにつ いて も条 虫で初めて発見されたユニークなコ

ドン利用が判明 している(Nakaoetal.2000)。 これ らエ キ ノコ ックス症 、有 鉤嚢

虫症 を惹起する寄生虫のミ トコン ドリアDNA全 塩 基配列 の解読 を世界で最初

に完成 させた旭川医大グループに対 し、世界各地で採取された多包虫(ア ラス

カ、 日本(北 海道 各地)、 中国 、オ0ス トリア、 ドイ ツ、 フランス 、ベルギー、

デ ンマー ク、 トルコ)、 有 鉤嚢 虫(エ ク ア ドル 、メキ シ コ、 ペルー一、中国、イ

ン ドネシア、タイ、イ ン ド、タンザニア、モザ ンビーク、カメルー ン)が 遺伝

子研究 材料 と して送 付 され、中尾稔な らびに岡本宗裕、迫康仁が精力的に幾つ

かの遺伝子 について解読を進め、世界におけるこれ らの条虫の拡散、進化につ

いて遺伝子 レベルで初めて論ずることが可能にな りつつある。

5.遺 伝子 診 断法 の研 究

ミ トコン ドリアDNAに ついての基礎研究 を中心 と し、各種条虫の地理的変

異を含めた研究がかな り進展 した(Nakaoetal.2000,2001)。 この課程で全塩

基配列解 読 に必 要 として多数の遺伝子 プライマーを作成 しているので、 これ ら

の遺伝子解析技術 とプライマーを人体か ら排出されるテニア科条虫片節、虫卵

に対 して応用す ることは容易であ り、 この方向の仕事への展開をこれか らの課

題の一・つとしている。

6.今 後 の 展 開
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基本的には人畜共通のテニア科条虫幼虫寄生によって惹起 される難治性の疾

患、エキノコックス症(多 包 虫症 、単 包 虫症)、 有鉤 嚢 虫症そ れぞ れ につ いて

の血清学的鑑別診断法を確立できたと判断 している。今後はよ り簡便な方法で

特別な経験が無 くてもどこでも誰でもできる方向への検査法の改良が求められ

ると考えている。そのためにも精製抗原、モノクロナル抗体 を用いたアフィニ

ティー精製抗原、遺伝子組換え抗原 を検査の現場で利用できるようにする努力

が必要である。

遺伝子診断法 については[寄 生虫学 のプ ロな らテ ニ ア科条 虫の片節 を観察す

れば、 、 か無霊 かの礁1は 殉 につ く1と い う意見が あ り、そ の通

りで あ るが 、現 在 、 上 記 の2種 類 と して簡 単 に 片 づ け られ な いTaeniaasiatica

の 問題 も あ り、 遺 伝 子 診 断 法 の 開 発 も 無 意 味 で は な い と考 えて い る。 ま た エ キ

ノ コ ッ クス 症 につ い て も患 者 が ど の地 域 で 感 染 した か 、危 険 因子 はな ん で あ る

か と い った 疫 学研 究 に患 者 か ら摘 出 さ れ た 病 巣 を用 い た 遺 伝 子 解 析 が 役 立 つ と

期待 され る 。 多 包 虫症 、 単 包 虫 症 あ る い は そ の他 の非 常 にminorな エ キ ノコ ッ

クス条 虫2種(E.vogeli,E.oligarthrus)を も視 野 に入 れ た 世 界 レベ ル で の研 究 に

発 展 させ る べ き で あ る と考 え て い る 。 そ の意 味 か ら も タホ ウ ジ ョウ チ ュ ウ 、 ユ

ウ コ ウ ジ ョ ウ チ ュ ウ の ミ ト コ ン ド リ アDNA全 塩 基 配 列 の 解 読 に 成 功 し

(Nakaoetal.2000,2001)、 タ ホ ウ ジ ョウ チ ュ ウDNAに つ いて の解 読 へ の 協

力(NIHgrantonParasiticZoonosis(Echinococcosis)Transmissionin

China,Oct.2000-Sept.2004)を 要 請 され て い る こ とか ら、 研 究 と国 際 協 力

とが 大 き く発 展 す る も の と期 待 さ れ る 。

これ ま で の エ キ ノ コ ッ ク ス 症 、有 鉤 嚢 虫 症 に 関 す る研 究 は 共 同 研 究 プ ラス 技

術 指 導 、 技 術 移 転 で あ り、 これ ま で に ア ジ ア(韓 国 、 中 国 、 台 湾 、 フ ィ リ ピ

ン、 イ ン ド、 イ ン ドネ シ ア 、 ネ パ ー ル 、 タイ)、 ア フ リカ(モ ザ ン ビー ク 、 タ

ンザ ニ ア 、 セ ネ ガ ル)、 ア メ リカ(USA、 メ キ シ コ、 エ ク ア ドル)、 中 近 東(ヨ

ル ダ ン)、 ヨー ロ ッパ(イ ギ リス 、 デ ンマ ー ク)か ら研 究 者 を 受 け入 れ 、 共 同

研 究 な らび に技 術 移 転 を試 み て きて い る。 ま た 、 血 清 検 査 依 頼 は ポ ル トガ ル 、

オ ラ ン ダ 、 ベ ル ギ ー 、 フ ラ ンス 、 イ ギ リス 、 ス イ ス 、 ポ ー ラ ン ド、 トル コ、 ヨ

ル ダ ン、 イ ン ド、 ネ パ ー ル 、 タ イ 、イ ン ドネ シ ア、 中 国 、 韓 国 、 パ プ ア ニ ュー

ギ ニ ア 、 オー ス トラ リア、 ア メ リカ 、 メキ シ コ 、 エ ク ア ドル 、 ブ ラ ジ ル 、 南 ア

フ リカ 、 モ ザ ン ビー ク 、 タ ンザ ニ ア 、 カ メル ー ンか らき て い る 。2001年 に
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はフランス、イギ リス、ポーラン ド、ブラジル、 トルコ、イン ドネシア、イ ン

ド、タイ、ベ トナム、中国から研究者が来 日す る予定である。アジアにおける

これ らの人畜共通寄生虫病(CestodeZoonoses)に 関す る血清診 断、遺伝子 診

断 レフ ァ レンスセ ンター として機能すべ く、さらな ら展開に教室員が力を合わ

せて取 り組みたい。

今後は①基礎研究(ミ トコン ドリア遺伝 子解析 な ど)、 ② 応用研 究(血 清診

断 、遺伝 子診 断 、特 異抗原 性分 の機能解析な ど)、 ③ 寄 生虫学 か ら現 代 生物学

へ の発信 を3つ の柱 とす るさ らなる研究 を展 開していきたい。
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